
196,392 126,619県事業費

施策に関する社会経済情勢等の状況（全国・本県の状況，法令・条例・計画等策定の状況等について）

・観光産業は，大きな消費支出を生み出す総合的な基幹産業であり，国においては重要な施策の柱として観光を位置づけて「観光立
国推進基本法」を制定し，さらに「観光庁」を設立して，観光立国の実現に向けて各種施策を展開しており，本県でも「みやぎ観光戦略
プラン」を策定して観光の推進を図っている。
・前年に発生した岩手・宮城内陸地震や，世界的な景気後退，新型インフルエンザの流行などの影響により観光を取り巻く状況は厳しい
ものとなっている。
・都市と農山漁村の交流が必要との回答が，「都市と農山漁村の共生・対流に関する世論調査」（平成17年11月調査，内閣府政府広報

施策の目的

（目標とする
宮城の姿）

○宮城の魅力が絶え間なく国内外に発信され，観光地みやぎのイメージが定着している。
○自らの住む地域に誇りを持ち，観光のもたらす効果が県民に理解されるとともに，自然
環境や食文化など地域の観光資源が磨き上げられ，観光客に対する質の高い受入体制が整
っている。
○外国人や高齢者，障害者，子ども連れなど，だれでも訪れやすい観光地づくりが進んで
いる。
○東北地方の観光の起点としての機能が強化され，東北各県と一体となって観光を推進し
ている。
○交流人口が拡大し，観光客入込数が2割程度増えている。

その実現の
ために行う
施策の方向

◇「仙台・宮城デスティネーションキャンペーン」など，催し物や行事を活用した積極的な誘客活動の推進
◇インターネット等広報媒体の活用による効果的な情報発信や団塊の世代など対象を絞った戦略的な集客活動の推進
◇地域一体となった「もてなしの心」向上のための取組強化や，だれもが安全安心に観光できる環境づくりの促進
◇観光施設及び案内板・標識の整備，バリアフリー・ユニバーサルデザインの普及推進
◇温泉や食材，プロスポーツなど宮城独自の資源を生かした体験・滞在型観光の発掘・整備
◇自然環境や伝統文化などを活用したグリーン・ツーリズム及びエコツーリズム推進体制の整備・支援
◇東北各県や関係機関との連携による観光ルートの設定など観光推進組織の強化

事業費
（単位：千円）

年度
平成19年度
（決算額）

平成20年度
（決算額）

平成21年度
（決算（見込）額）

112,941

施策評価シート 政策

「宮城の将来
ビジョン」にお
ける体系

政策名 2
観光資源，知的資産を活用した商業・サービス産業の
強化

5

施策名 5
地域が潤う，訪れてよしの観光王国み
やぎの実現

施策担当部局
経済商工観光部，総
務部，農林水産部

評価対象年度 平成21年度 2 施策

平成22年度政策評価・施策評価基本票

評価担当部局
（作成担当課）

経済商工観光部
（観光課）

この施策
に対する
満足度

この施策
に対する
重視度

調査結果について

やや重要

重　　　要 重視の
割　合

満　　　足

あまり重要ではない

重要ではない

わからない

調査回答者数

26.9%

1,708

22.1%

1,944

・重視度については，「重視」の割合が7割を超えていることから，この施策に対する県民の期
待度は高いことがうかがえる。
・満足度については，「満足」の割合が増加し，5割を超えており，この施策がより県民意識に
沿って展開されてきていることから，今後も事業を継続し，満足度をさらにアップしていく必
要がある。

調査実施年度
（調査名称）

平成19年度
（平成20年県民意識調査）

平成20年度
（平成21年県民意識調査）

調査回答者数

わからない

不満

やや不満

やや満足

満足の
割　合

県民意識調査結果

73.3%
39.4%

11.1%
52.6%

・都市と農山漁村の交流が必要との回答が，「都市と農山漁村の共生・対流に関する世論調査」（平成17年11月調査，内閣府政府広報
室）で約8割を占めており，グリーン・ツーリズムに対する国民のニーズは大きい。
・社会性に富んだ豊かな人間性を育む児童の育成のため，三省(総務省，農林水産省，文部科学省）連携による子ども農山漁村交流プロ
ジェクトの推進が求められており，県としても積極的に推進している。

36.2%

33.9%

41.5%

13.1%

3.4%

13.8%

1,719

22.0%

5.7%

19.1%

6.3%

31.5%

38.1%
69.6%

9.3%
45.5%

11.1%

3.2%

12.4%

1,944
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施策評価シート

B

目標値の
設定根拠

・「みやぎ観光戦略プラン」において，平成22年の宿泊観光客数の目標値を1,000
万人と設定しており，当該目標値を設定する際に分析した各年の予測値を施策評価
に当たっての各年度の目標値とした。

2

H19

宿泊観光客数（単位：万人）
指標測定年度

804

達成(進捗)率(b)/(a) - 96% 84%

-

目標指標等名（下段：説明） 評価対象年度 初期値

800 823

B

H19

94%
県内宿泊施設における宿泊者
数。出展：観光統計概要

実績値(b) 792

達成度 B

目標値の
設定根拠

・「みやぎ観光戦略プラン」において，平成22年の観光客入込数の目標値を6,000
万人と設定しており，当該目標値を設定する際に分析した各年の予測値を施策評価
に当たっての各年度の目標値とした。

実績値の
分析

・「仙台・宮城ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」の実施効果により，SENDAI光のﾍﾟｰｼﾞｪﾝﾄや鳴
子峡では観光客入込数の増加が見られたが，平成20年6月14日に発生した「岩手・
宮城内陸地震」の影響や原油の高騰や世界経済の悪化により全体としては減少し，
目標達成には至らなかった。

全国平均値
や近隣他県
等との比較

ー

H20

目標値(a) - 836 962

H20

877

H17 H18

H21

県内市町村観光地点を訪れた年
間観光客数。出展：観光統計概
要

実績値(b) 5,441 5,576

達成(進捗)率(b)/(a) - 101%

- A

目標指標等の状況

※目標指標等の達成度　Ａ：「目標値を達成している」
　 　　　　　　　　　　 　　 　 Ｂ：「目標値を達成していないが，設定時の値から見て指標が目指す数値の変化と同方向に推移している，又は現状維持している」
　　　　　　　　　　　　 　　   Ｃ：「目標値を達成しておらず，設定時の値から見て指標が目指す数値の変化と逆方向に推移している」
　　　　　　　　　　　　 　　　 Ｎ：「現況値が把握できず，判定できない」

1

目標指標等名（下段：説明） 評価対象年度 初期値 H19 H20

5,616

H21

観光客入込数（単位：万人）
指標測定年度 H17 H18 H19 H20

目標値(a) 5,847- 5,528

97%

達成度

103%

5,788 5,679

A B

5政策 2 施策

400

600

800

1,000

1,200

目標

5,200

5,300

5,400

5,500

5,600

5,700

5,800

5,900

H17 H18 H19 H20

目標

実績

H20

3

H20 H21

全国平均値
や近隣他県
等との比較

ー

実績値の
分析

目標値(a) - 2,781 2,847

H18

H19

H17

2,865

目標指標等名（下段：説明） 初期値

・仙台市では，ホテルの新規開業などにより宿泊観光客数が増加したものの，平成
20年6月14日に発生した「岩手・宮城内陸地震」の影響や原油の高騰や世界経済の
悪化により全体としては減少し，目標達成には至らなかった。

H19都市と農村の交流人口（単位：万
人）

指標測定年度

評価対象年度

達成(進捗)率(b)/(a) -

A
102%

農業地域類型区分の都市的地域
(11市町)を除いた観光客入込数

実績値(b) 2,702 2,829 2,979 2,894

・有効な指標が設定できず，農家民宿や公的宿泊施設を抽出した定点観測になって
いるため，比較は困難である。

105% 101%

達成度 - A A

目標値の
設定根拠

・「みやぎ農業農村整備基本計画」により設定した平成22年目標値（2,900万人）
と平成18年度実績値（2,829万人）を基準として，4年間で按分している。

実績値の
分析

・「岩手・宮城内陸地震」などの影響により減少したものの，目標値は上回ってい
る。

全国平均値
や近隣他県
等との比較

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H17 H18 H19 H20

目標

実績

5,200

5,300

5,400

5,500

5,600

5,700

5,800

5,900

H17 H18 H19 H20

目標

実績

2,550

2,600

2,650

2,700

2,750

2,800

2,850

2,900

2,950

3,000

H17 H18 H19 H20

目標

実績
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施策評価シート

・目標指標等，県民意識調査結果，社会経済
情勢，事業の実績及び成果等から見て，施
策に期待される成果を発現させることができ
たか（「目標とする宮城の姿」に近づいている
か）。

概ね順調

・目標指標等について，「観光客入込数」及び「宿泊観光客数」は岩手・宮
城内陸地震の影響等によりいずれも前年度より減少し，目標値に達しなかっ
た。目標指標のうち，「都市と農村の交流人口」は，前年度より減少したも
のの，引き続き目標値を上回った。
・県民意識調査結果からは，施策の満足度において「満足」の割合が過半数
を超えている。
・社会経済情勢等からは，世界不況や内陸地震の影響が大きかったが，観光
関連産業は，経済波及効果の大きい分野であり，今後の県経済の成長の鍵と
なっている。
・事業の実績及び成果等からは，みやぎグリーン・ツーリズム推進協議会や
宮城県子ども農山漁村交流プロジェクト推進協議会の設立を契機に，グリー
ン・ツーリズムと観光行政，さらには教育機関との連携が進んできている。
・以上のことから，本施策の進捗状況は，「概ね順調」であると判断する。

政策 2 施策 5

・施策の進捗状況は，世界不況や地震の影響が大きく，好調であるとは言え
ない結果となったが，各事業において成果があった。
・県民意識調査結果では，ＤＣのような全国向けの大型観光キャンペーンな
どの催事等を活用した積極的な観光客誘致や「もてなしの心」向上のための
取組強化について，優先的に取り組むべきとする回答が多いことから，継続
して事業を実施すべきである。
・都市住民のグリーン・ツーリズムに対する需要が引き続き高いため，事業
を継続する必要がある。

施策評価(総括）

施策の成果（進捗状況） 評価 評価の理由

②施策を推進する上での課題等　　　※施策が直面する課題や改善が必要な事項等（①の事業構成に関する事項を除く。）

・観光キャンペーンの実施や地域産業振興等においては，市町村や関係機関等との連携を一層強化するとともに，県民の機運の醸成を図る必要があ
る。
・近年増加している外国人観光客等への対応も含め，施策に関する効果的かつきめ細かな情報発信・PRを図るための工夫が必要である。
・グリーン・ツーリズムについては，活動実践者が，十分な所得確保の困難さ，後継者不足，支援体制の弱さ等から，活動継続における不安要素を抱え
ている一方で，三省（総務省，農林水産省，文部科学省）連携による子ども農山漁村交流プロジェクト等の新たな施策への対応を見据えた支援が必要
になっている。

③次年度の対応方針　　　　　　　　　　　

施策を推進する上での課題等と対応方針

①事業構成について 事業構成の方向性 方向性の理由

・施策評価の結果，県民意識調査結果，社会
経済情勢及び事業の分析結果（必要性・有
効性・効率性）から見て，施策の目的を達成
するために必要な事業が設定されているか。
事業構成を見直す必要はないか。

現在のまま
継続

施策を構成する事業の状況 　　　　（事業分析シートより）

妥当

経済商工観光部・観光課

維持

概ね効率的 拡充

成果があっ
た

観光客入込
数

56,789千人 妥当

ある程度
成果があっ

た
概ね効率的

総務部・広報課

維持

5,719ー ー

外国人観光
客宿泊者数
(中国・韓
国・台湾・
香港）

90,515人

52回

ある程度
成果があっ

た

効率的

3
外国人観光客誘致促
進事業

経済商工観光部・観光課

2
首都圏ラジオ広報事業

56,789千人 概ね妥当
観光客入込

数

仙台・宮城観
光ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ推進
協議会会員か
らのｷｬﾝﾍﾟｰﾝに
向けた事業提
案件数

672件1
仙台・宮城観光キャン
ペーン推進事業 20,000

24,185放送回数

番
号

名　　称 県事業費
（決算見込，
単位：千円）

活動の状況
（活動指標）（担当部局・課室名）

事業の分析結果
次年度の
方向性成果の状況

(成果指標）
①必要性 ②有効性 ③効率性

事業の状況

③次年度の対応方針　　　　　　　　　　　※次年度（平成23年度）における①及び②への対応方針

・平成22年度に策定する予定の「みやぎ観光戦略プラン」の後継計画に基づき，着実に施策を推進し，目標の達成を目指す。
・「仙台・宮城デスティネーション・キャンペーン」による取組成果を発展させ，宮城の一層の知名度向上と誘客促進を図るため，引き続き大型観光キャ
ンペーンを市町村・関係団体と一体となって展開していく。また，県広報，ホームページ，地元紙，公共交通機関内広告等を活用し，県民に対するキャ
ンペーンの告知を充実させる。
・「岩手・宮城内陸地震」で甚大な被害を被った栗駒山麓の観光復興に向け，レストハウス等施設の再整備をはじめ，民間観光施設の再建支援，首都
圏向けPRや旅行商品の造成支援などによる誘客促進等の取組を展開していく。
・近年，減少を続ける農業所得の確保対策という面も含め，みやぎ型グリーン・ツーリズム行動計画（第2期：平成21年度から平成24年度）に基づき，各
種農村振興施策を活用した「集落」ぐるみのグリーン・ツーリズムの推進，市町村単位の地域推進組織の設立及び育成に向けた支援体制の強化を図
る。
・宮城県子ども農山漁村交流プロジェクト推進協議会の取組を積極的に推進する。
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施策評価シート

施策を構成する事業の状況 　　　　（事業分析シートより）

活動の状況
（活動指標）

成果の状況
(成果指標）

①必要性 ②有効性 ③効率性
（担当部局・課室名）

政策 2 施策 5

事業の状況 事業の分析結果
次年度の
方向性番

号

名　　称 県事業費
（決算見込，
単位：千円）

5

アドバイ
ザー派遣件

数

地域産業振
興事業の実
施数

維持

農林水産部・農村振興課

妥当
成果があっ

た
32件

都市と農村
の交流人口

2,894万人

みやぎ観光戦略受入基
盤整備事業

4,831

経済商工観光部・観光課

9
地域産業振興事業（再
掲） 14,361

経済商工観光部・観光課

7

効率的 維持

効率的

53,844整備箇所数 31箇所

158,442人 妥当

成果があっ
た

30事業 ー

妥当
成果があっ

た
維持

維持

ー 妥当

56,789千人

8
産業観光推進事業（富
県創出県民総力事業） 1,777

経済商工観光部・富県宮城推進室

10

誘致活動に
よる訪問・
説明をした
旅行会社・
学校数

826件
教育旅行宿
泊数

グリーン・ツーリズム促
進支援事業

妥当
成果があっ

た

概ね効率的

効率的

観光客入込
数

成果があっ
た

維持

経済商工観光部・観光課

6
みやぎ観光ホスピタリ
ティ向上推進事業 952

みやぎ観光
コンシェル
ジュ委嘱者

数

21人
観光客入込

数
56,789千人 効率的

非予算的手
法

案内所利用
者数

2,445人
観光客入込

数

経済商工観光部・観光課

－妥当
成果があっ

た

秋の行楽　みやぎ路誘
客大作戦　～秋色満載
みやぎ・やまがたの観
光～

維持

経済商工観光部・観光課

56,789千人

妥当
成果があっ

た
効率的 維持6件

観光客入込
数4

宮城の観光イメージアッ
プ事業 950

修学旅行誘
致説明会等
の開催件数

56,789千人

農林水産部・農村振興課

事業費合計 126,619
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